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いいまち合金夢のまち

，・

『今金版おもいっきりテレビ』

12月9日|こ行われた健康福祉まつりでの
一幕。職員|こよる健康劇『合金版おもいっ

きりテレビ』の中で「ちのみんだ?Jから
インタビユ を受ける参加者。
ま芝、悪役でテレビや映画でお馴染みの、

八名信夫さん(写真左下)Cよる講演会も
行われ、子育てのことや舎の職業!こ就いた

体験談を語っていましだ。
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み
ん
な
で
漣
ぎ
出
ぞ
る

2
心あゴゴ謹一

今

金

町

長

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

』
さ
い
ま
す
。

平
成
同
年
の
探
く
新
春
を

み
な
さ
ん
と
共
に
お
迎
、
主
で

き
ま
し
た
こ
と
を
江
よ
り
お

慶
一
び
中
し
上
げ
、

謹
ん

で
ご

あ
い
さ
つ
を
中
し
上
げ
ま
す
。

平
素
か
ら
皆
様
に
は
町
政

の
各
般
に
わ
た
り
、

温
か
い

」
理
解
と
と
協
力
を
い
た
だ

ζ

の
様
な
沈
下
の
諸
情
勢

を
踏
ま
え
、

幻
世
紀
始
め
の

問
年
間
の
吋
っ
く
り
の
指
針

ル
)
介
。
ヲ
ム
制

「
今
金

し
あ
わ
せ
物

語
・
:
第

4
次

今

金

吋

総

合

計

画
」

が
策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

生
活
・
生
産
の
土
台
と
な

る
土
、

水
な
ど
の
環
境
を
守

り
つ
つ
、

健
康
で
自
立
し
た

『
人
』
を
育
み
、
助
け
合
い

、
え

え
あ
い
の
あ
る
あ
た
た
か
な

地
域
社
会
を
つ
く
り
、

明

日

い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
幻
世
紀
の
幕
開
け

の
年
と
な
り
ま
す
。

我
が
国
の
社
会
は
、

国

際

化
-
情
報
化
が
急
速
に
進
展

し
本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化

社
会
と
な
り
、
行
政
改
革
・
規

制
緩
和
な
と
国
全
体
の
構
造

改
革
も
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

自
治
体
と
し
て
も
、

の

時
代
の
流
れ
を
し
っ
か
り
と

捉
え
、

新
し
い
時
代
の

自

古
川
」
の
実
尻
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
と
遣

っ
た
対
応
、
か
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

， 

担. • 

へ
の
希
望
を
も
っ
て
勤
労
に

い
そ
し
む
吋
に
す
る
た
め
に
、

全
吋
が
一
九
と
な
っ
て
頑
張

る
姿
を

『
人
と
人
心
織
り
な

す
物
語
』

と
い
う
目
標
に
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

吋
氏
、
企
業
、
行
政
が
こ
そ

っ
て
溶
き
手
と
な
り
、

自
立

し
て
、
知
恵
と
エ
犬
で
、
も
っ

と
今
金
町
の
よ
だ
わ
り
を
持

ち

今
金
吋
の
特
性
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
施
策
で
、

品
却
を
起
ζ

そ
う
と
い
う
の
が

新
計
画
の
骨
子
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ん
て
」
そ
、
心
新
た
に
、
こ
れ

ま
で
の
歴
史
を
築
さ
あ
げ
た

先
人
の
ミ
苦
労
に
感
謝
す
る

と
止
ハ
に
、

」
れ
か
ら
の
時
代

を
担
う
人
た
ち
に
も
多
く
の

「
し
あ
わ
せ
物
語
』

と

『
先
人

の
心
」
を
継
承
し
、
引
世
紀
に

お
け
る
住
み
良
一
い
私
た
ち
の

砂
水平
道成
工15
事年
が度
進供
む用
開
始

向
け -
下

人7
金
町
に
お
い
て
も
、

下

水
道
一
期
事
業
の
日
年
度
供

用
開
始
に
向
け
た
取
り
組
み

や
、
仮
称
又
化
セ
ン
タ
ー
・
今

金
小
学
校
改
築
等
の
え
教
施

設
の
整
備
、

天
候
の
影
響
や

価
格
の
低
迷
な
ど
諸
事
多
端

な
農
業
情
勢
へ
の
対
応
及
び

景
気
低
迷
で
販
売
不
振
に
陥

っ
て
い
る
商
エ
業
界
に
向
け

て
の
対
策
等
懸
案
事
項
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

町
八
7

金

を

共

に

築

く

第

一

歩

を
踏
み
出
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

夢
と
希
笠
の
持
て
る
人
7
金

町
を
築
く
た
め
、

全
力
を
傾

注
し
、

町
政
を
執
行
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す

皆
様
に
は

2
0
0
1年
が

「
平

和
L

で
「
み
の
り
」
の
0 
3〆

い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
中

'ー
イ丁

し
上
げ
、

新
年
の
こ
あ
い
さ

っ
と
し
ま
す
。

〕nt
 
〔
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ま
す

川
島
渡
辺
外
崎
中
島
伊
藤

行
政
対
策
推
進
室
主
幹

ak耳

成

田

光

康

企
画
調
整
課
長
兼
商
工
観
光
課
長

重

田

実

森

川

元

八
重
樫
旨
雄

北

見

伸

夫

西

勝

明

白

回

壮

二

沢

谷

芳

博

細

田

征

夫

舘

野

道

子

高

畑

秀

樹

藤
田
喜
枝
子

河

野

富

雄

中

野

寛

長

崎

健

司

滝

本

隆

司

高

島

好

治

渡

辺

茂

中

島

邦

博

市

原

正

助収

入

*~ 
務

主事

同

補

同

主

企
画
調
整
課
主
幹

h
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税

課

同

主

同

主

町

民

課

同

+商

同

主

今
金
保
育
所
長

保

健

福

祉

課

長

同

補

同

+南

農

** 
課

同

補

上

下

水

道

課

長

主

同耕

地

開

発

課

長

周

主

建

設

課‘-• 同同同同同同同同

事

務

局

長

岡

主

幹

《
教
育
委
員
会
》

委

員

長

委

員

長

代

理

委

員

同

教

育

長

管

理

課

長

岡

主

幹

社
会
教
育
課
長

岡

主

幹

給
食
セ
ン
タ
ー
次
長

今
金
幼
稚
園
長

《
農
業
委
員
会
》

会

長

会

長

代

理

委
員
(
議
席
順
)

同同同同同

役役

光秀紀
清弘人茂邦

長佐幹長幹幹長佐幹佐佐長{左幹幹長

渡
辺

二
郎

内
ケ
島
資
祐

山

崎

仁

阪

井

義

勝

上

村

義

雄

湯

浅

秀

夫

上

野

雄

一二

村

瀬

広

河

端

義

之

柏

田

泰

明

竹

内

輝

雄

住

吉

義

行

柴

谷

澄

子

細

川

信

一

稲

木

弘

幸

稲

松

昭

範

南

川

康

男

木

島

武

雄

勝

山

英

敏

白
回
国
代
子

坂

本

孝

子

田

中

春

次

津

口

忠

克

山
本
山
」
旦

南

川

栄

向

井

孝

一

安

藤

信

孝

山

崎

仁

長
谷
川
政
明

同

補

藤
田

民
男

イ左

同

主

伊
藤
太
田
越
宜
晴

幹

光
広

同

主

幹

《
国
保
病
院
》

国

保

病

院

長

鈴
木

三
章

橋

秀

貞

佐
々
木
賢

一

藤

原

弘

一

今
野
む
つ
子

柏

田

幸

子

平

漂

茂

村

井

民

男

鉢

呂

裕

子

看

護

婦

長

久

保

田

幸

子

《
老
人
保
健
施
設
》

り合
川

d
t

旗
|

|
京
卜
L
長

楯

秀

貞

事

務

高

畑

秀

樹
清

水

寛

佐
久
間
君
子

内
科
医
長
(
兼
)

叶
イ

外

医

長

事

fJ¥ 

長

次

長

検

査

科

長

診
療
放
射
線
科
長

理

学

診

療

科

長

中古

科

長

食

長
(
兼

，欠

長

看

護

婦

《
議
m

A

E
》

範
枝

長

山南荒本渡白中
本川井間部岩野

長

祐利 三
治勝郎

冨IJ

E義

長

議
員
(
議
席
順

同

行
雄
正

豊豊信

同同同

村

上

忠

弘

水

野

正

則

上
田
喜
三
男

伊

藤

正

行

菱

田

清

弘

仁

木

繁

夫

岸

泉

事

務

局

長

柏

田

守

同

主

幹

福

地

邦

夫

《
選
挙
管
理
委
員
会
》

委

員

長

吉

田

委
員
長
職
務
代
理
石
川

委

員

山

田

池
田

同同同同同同同

常民監英
答澄 三 {麦

同

《
監
査
委
員
会
》

代
表
監
査
委
員
辻

委

員

阪

井

《
槍
山
広
域
行
政
組
合

今
金
消
防
団
》

団

長

青

木

隆

副

団

長

田

中

義

雄

副

団

長

田

中

繁

第

一

分

団

長

佐

々

木

康

夫

第

二

分

団

長

千

葉

務

第

三

分

団

長

大

平

悦

郎

《
槍
山
広
域
行
政
組
合

今
金
消
防
署
》

長

小

池

勝

利

長

高

田

俊

彦

幹

川

崎

正

美

山

口

昭

則
義忠
勝生

次署同

同主
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平
成
ロ
年
9
月
白
目
、
町
か
ら

審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
第
4
次
今

金
町
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
、
専
門
部
会
、
総
括
部
会
、
全

体
会
議
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
め
ら

れ
次
の

5
つ
の
意
見
が
付
さ
れ

て
、
日
月
初
日
、
狭
間
会
長
か
ら

村
本
町
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

答申

総合計画策定審議会

第4次

今金町総合計画(案)

意

見

ー
新
し
い
計
画
は
、
ま
ち
づ
く

り
各
分
野
が
連
携
、
協
働
し
て
横

断
的

・
一
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

庁
内
各
部
門
の
体
系
的
取
り
組
み

は
も
と
よ
り
、
町
民
や
民
間
企
業

等
と
と
も
に
、
精
力
的
に
施
策
の

推
進
を
は
か
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
を
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
希
望

し
ま
す
。

-・• 

北
海
道
社
会
貢
献
賞
受
賞

狭
間
勝
昭
さ
ん
が
日
月

7
日、

ホ
テ
ル
・
ポ
ー
ル
ス
タ

l
札
幌
に

お
い
て
、
北
海
道
知
事
か
ら
北
海

道
社
会
貢
献
白
(
自
治
功
労
)
を

受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
北
海
道
が
多
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
の
ご
労
苦
に
感
謝
し
、
そ

の
功
績
を
末
永
く
顕
彰
す
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

狭
間
さ
ん
は
、
昭
和
必
年
今
金

町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
て
か

ら
、
平
成
H
年
4
月
ま
で

7
期
お

年
に
わ
た
り
務
め
ら
れ
、
建
設
委

員
会
委
員
を
皮
切
り
に
、
総
務
委

員
会
委
員
、
総
務
委
只
会
委
員

長
、
民
生
稲
祉
委
員
会
委
員
長
、

総
務

・
文
教
常
任
委
員
会
委
員

長
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
、

狭
間
勝
昭
さ
ん

口
歳

議
会
議
長
・副
議
長
を
歴
任
し
、
地

方
議
会
の
適
正
な
運
蛍
と
地
方
自

治
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

現
在
も
務
め
ら
れ
、
昭
和

ω年
に

北
海
道
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

表
彰
を
は
じ
め
、
昭
和
臼
年
に
法

務
大
臣
表
彰
、
平
成
6
年
に
は
藍

綬
褒
章
を
受
毒
さ
れ
て
い
ま
す
。

郎さん
1 900年-2000年

満1世紀むかえる

一ー一仁木治

2
.
社
会
情
勢
の
変
化
が
著
し

く
、
少
子
・
高
齢
化
、
国
際
化
、
高

度
情
報
化
、
環
境
重
視
、
文
化
の

振
興
な
ど
の
要
請
が
あ
る
中
、
町

民
の
幸
福
を
第

一
義
と
し
た
進
取

と
熱
意
を
も
っ
て
、
創
造
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
。

3

国
の
行
政
改
革
の
動
向
や
地

方
分
権
推
進
に
伴
う
補
助
金
の
見

直
し
な
ど
変
動
要
因
に
対
応
し
つ

つ
、
民
間
活
力
の
導
入
、
公
共
施

設
等
の
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
施
策
等
の
評
価
を
行
い
、
計

画
的
・
効
果
的
な
施
策
等
執
行
が

さ
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

八東小学校

ロ
月
4
目
、
西
暦

1
9
0
0
年

(
明
治
犯
年
)
に
生
ま
れ
た
仁
木

さ
ん
が
、
記
念
す
べ
き
2
0
0
0

年
に
満

1
0
0
歳
を
む
か
え
、
村

本
町
長
か
ら
お
祝
金
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
日
が
満

1
0
0

歳
の
誕
生
日
と
な
っ
た
仁
木
さ
ん

の
家
に
は
、
親
戚
も
お
祝
い
に
駆

け
付
け
て
い
ま
し
た
。

1
世
紀
を

生
き
抜
い
た
仁
木
さ
ん
、
耳
は
速

い
も
の
の
今
で
も
身
の
ま
わ
り
の

こ
と
は
殆
ど
こ
な
し
、
お
祝
い
の

席
で
は
、
若
い
頃
の
話
を
語
り
は

4

計
画
の
進
行
管
理
に
あ
た
っ

て
は
町
民
等
の
参
画
を
促
進
し
、

多
様
な
広
報
広
聴
活
動
や
交
涜
の

推
進
に
よ
る
町
内
外
の
幅
広
い
意

見
収
集
に
努
め
、
開
放
的
で
柔

軟
、
関
逮
な
施
策
等
の
執
行
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

5

新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

を
聞
く
源
と
な
る
人
の
育
成
を
進

め
る
と
と
も
に
、
全
町
民
が
『
い
い

顔
』
『
元
気
』
で
生
き
生
き
と
輝
く
よ

う
、
全
判
で
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ら
れ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。

ーーーーー一一一一一一一 寸

町
。つ
く
り

推
進
調
整
会
議

• -‘ 
八
束
小
学
校
(
校
長
本
庄
康
平
)

で
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
、

5
・
6
年
生
の
児
童
を
対
象
に

組
税
教
室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

租
税
教
室
で
は
、
八
雲
税
務
署
職
員

が
昨
年
に
今
金
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
で
作
成
し
た
「
く
ら
し
と
税
」
の
冊

子
や
ビ
デ
オ
を
教
材
に
使
い
、
税
の
大

切
さ
、
日
常
生
活
で
の
役
割
な
ど
説
明

を
し
ま
し
た
。
説
明
後
の
質
問
で
は
、

児
童
か
ら
多
く
の
質
問
が
あ
が
り
、
税

の
大
切
さ
が
浸
透
し
た
よ
う
で
す
。

じ
め
そ
の
記
憶
の
良
さ
に
は
矯
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

一

凶

月

M
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で

一
行
わ
れ
た
、
平
成
ロ
年
度
第
1
回

一
目
「
町
内
会

・
自
治
会
問
づ
く
り

一
推
進
調
整
会
議
」
の
中
間
結
果
が

一
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

-
今
年
は
、
新
規
的
叩
件
、
継
続
日

一
件
の
計

1
1
9
件
の
要
望
事
項
が

一
あ
り
、
そ
の
う
ち
既
に
実
施
済
の

一
も
の
が
7
件
あ
り
ま
し
た
。
今
後

一
に
つ
い
て
は
、
実
施
す
る
も
の
が

一
お
件
、
検
討
す
る
も
の
が
お
件
、

一
国

・
道
に
要
請
す
る
も
の
が
幻
件

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
こ
の
会
議
は
、
町
と
町
内
会

・

自
治
会
が
共
催
し
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
各
地
域
か
ら
要
望
さ
れ
た

事
項
を
、
新
年
度
予
算
に
反
映
し

た
り
、
中
期

・
長
期
計
画
策
定
の

基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〕Aq
 
〔

チ
ヤ
イ
凡
ド
シ
l
ト
の

重
曹
粧
痛
感
ヘ
匂
ノ

/

内

4

、、

J
-
4
 ..
.
 

、、

伶
山
支
庁
地
区
交
通
安
全
推
進

協
議
会
が
今
金
幼
稚
園
の
教
諭
、

今
金
保
育
所
小
百
合
保
育
園
の

保
育
士
や
父
兄
を
対
象
に
、
今
年

4
月
1
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
た
チ

ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト
の
必
要
性
、
装

着
方
法
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

2
人
1
組
と
な
っ
た
講
習
会
で

は
2
点
固
定
式
・

3
点
固
定
式
の

装
着
方
法
の
実
技
指
導
が
行
わ

れ
、
受
講
者
の
中
に
は
チ
ャ
イ
ル

ド
シ

l
卜
を
シ

l
ト
ベ
ル
ト
で
固

定
せ
ず
、
座
席
に
白
い
て
い
た
だ

け
の
人
も
お
り
、
誠
習
会
を
通
じ

必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
よ
う
で

す。

ロ
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槍
山
の
女
性
一
同
に
集
う

第
円
引
回
槍
山
女
性
大
会

第
門
別
回
槍
山
女
性
大
会
が
槍
山

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
(
会
長

瀧
野
津
信
子
)
の
主
催
に
よ
り
、

北
海
道
今
金
高
等
養
護
学
校
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
槍
山
の
女
性
が
一

向
に
会
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
心

豊
か
に
生
活
を
送
る
た
め
、
地
域

を
取
り
ま
く
様
々
な
課
題
解
決
を

目
指
し
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で

す。
講
演
会
に
は
、
現
在
日

B
C
ラ

ジ
オ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
北
海

道
放
送
編
成
制
作
局
ア
ナ
ウ
ン
ス

専
門
局
次
長
の
松
永
俊
之
さ
ん
を

講
師
に
招
き
ま
し
た
。

「
1
人
生

晴
れ
た
り
曇
っ
た
り

1
」
を
演
題

に
語
り
始
め
た
松
永
さ
ん
は
、
自

分
の
失
敗
談
な
ど
多
彩
な
話
術
で

諮
り
、
あ
っ
と
い
う
聞
に
参
加
者

を
引
き
込
み
笑
い

を
誘
っ
て
い
ま
し

た
。
足
が
不
自
由

で
普
段
は
杖
を
つ

い
て
歩
い
て
い
る

松
永
さ
ん
は
、
空

港
で
の
出
入
国
手

1， 

司.，

渡島横断道路

[jI{g司鎚白』
一道南で初めて開通する地域高規格道路一

， 

平成4年巴工事着手されを渡患半島横断道路花石道路が、この12月20日C開通しまし定。開通

しだ区聞は、合まで山間部を大きく迂回していだ住吉~花石閣で、延長12.1kmの区閣が5.1kmlこ短

縮されましだ。道南地域では初めて開通する地域高規格道路で、移動時間が大幅!こ短縮されるこ

とはもちろんのこと急力 ブ急勾配が解消され、地域産業の支度や緊急搬送等医療の充実など様

々な効果が期待されています。

11月26日

続
の
際
の
対
応
な
ど
を
例
に
、
日

本
と
外
国
の
福
祉
、
障
害
者
に
対

す
る
心
づ
か
い
や
考
え
方
の
違
い

な
ど
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
午
後
か
ら
、
押
し
花

講
座
な
ど
叩
諮
座
に
分
か
れ
体
験

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
大
会
決
議
と
し
て
次
の

5

つ
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
決
議

一
、
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か
に

育
つ
家
庭

・
社
会
環
境
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
安

心
し
て
住
め
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
交
通
安
全
の
推
進
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

一
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
と
、

世
界
平
和
の
確
立
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

• • [. C {匝称)

渡島半島横断道路

今金町

¥、0
1
ノ
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今
金
高
等
養
護
学
校

(
校
長
虎
尾
剛
哉
)

が
今
金
町
民
合
唱
団
、

町
内
各
小
・
中
学
校
に

呼
び
か
け
、
フ
レ
ン
ド

リ

l
ラ
イ
ブ
が
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た。
こ
の
ラ
イ
ブ
は
咋
年

ま
で
養
護
学
校
と
町
民

合
唱
団
と
の
合
同
で
行

っ
て
い
た
も
の
で
、
今

年
は
も
っ
と
交
流
の
和

を
広
げ
よ
う
と
、
町
内

の
各
小
・
中
学
校
に
呼
び
か
け
た

と
こ
ろ
、
種
川
小
学
校
と
今
金
小

学
校
の

2
校
が
参
加
し
た
も
の
で

す。
ラ
イ
ブ
で
は
、
種
川

・
今
金
の

両
小
学
校
が
合
唱
と
器
楽
演
奏
を

発
表
し
、
続
い
て
今
金
小
学
校
、

今
金
町
民
合
唱
団
と
続
き
、
養
護

学
校
が
日
頃
練
習
し
て
き
た
曲
を

6
曲
発
表
し
ま
し
た
。
最
後
に
参

加
者
会
員
で
「
き
よ
し
こ
の
夜
」

を
合
唱
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

北
海
道
今
金
高
等
養
護
学
校

⑭
 

北
海
道
今
金
養
護
学
校
で
『
挑

戦』

1
さ
ら
に
新
た
な
航
海
へ
ー

を
テ
ー
マ
に
学
校
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
生
徒
達
は
こ
の
テ

l
マ
目

標
に
芸
能
発
表
の
練
習
、
生
産
品

の
製
作
や
収
穫
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
芸
能
発
表
の

2
学
年
の

劇

「
ア
リ
バ
バ
と
刊
人
の
盗
賊
」

で
は
、
笑
い
あ
り

・
感
動
あ
り
と

生
徒
の
演
技
力
に
は
目
を
見
張
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
生
産
品
販
売
に

は
、
毎
年
格
安
で
売
ら
れ
る
と
知

っ
て
か
、
開
庖
前
か
ら
お
目
当
て

生産品販売に長蛇の列
一ーー・圃・圃圃 r，;;";'iUH!li.... 

劇

ア

と

人
の
盗

噴火湾

10月1臼を基準日に日本全国一斉に
実施された国勢調査の結果をお知らせ

いたします。

国勢調査結果(概数)
人口 6，906人

世帯数 2，570世帯

• ¥. 凶
月
1
日
を
基
準
日
に
日
本
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査

の
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す。
今
回
の
数
値
で
は
、
平
成
7
年

の
数
値
よ
り
世
帯
数
が
日
%
の

増
、
人
口
が
り
%
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
昭
和

ω年
か
ら
毎
回
6
%

以
上
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、
い

く
ぶ
ん
ゆ
る
や
か
に
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

国
勢
調
査
の
人
口
は
、

議
員
定

F
E
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⑩ の
教
室
の
前
は
長
蛇
の
列
と
な
り

ま
し
た
。

数
の
決
定
や
地
方
交
付
税
交
付
金

の
算
定
の
基
準
に
な
る
な
ど
法
定

人
口
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
方
は

「叩

月
1
日
を
基
準
日
に

3
ヶ
月
以
上

住
ん
で
い
る
方
か
、

3
ヶ
月
以
上

住
む
こ
と
に
な
る
方
」
で
す
。
例

え
ば
住
民
票
上
で
は
今
金
町
の
住

民
で
も
、
遠
方
へ
長
期
働
き
に
行

か
れ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん。

9
月
初
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
人
口
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る

の
も
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

反
対
に
住
民
票
が
今
金
町
以
外
で

も
実
際
に
今
金
町
に
住
ん
で
い
る

方
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

詳
し
い
項
目
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
国
で
集
計
さ
れ
確
定
し
た
数

値
か
ら
順
次
公
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

F;;!?| 
平成rt~年 9 月~1I1日現在

参考.

会;副
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「
国
保
病
院
の

果
た
す
役
割
」

特

と
は

名

・
管
理
栄
養
士
l
名

・
事
務
員

B
名
(
職
員
4
名
・
ニ
チ
イ
社
員

4
名
)
・
技
術
係
1
名

・
看
護
助
手

5
名

・
調
理
員
2
名

・
助
手
l
名

の
内
訳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

-
緊
急
医
療

緊
急
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
救
急
車
に
看

護
婦
を
同
乗
さ
せ
て

2
次
医
療
圏

の
八
雲
総
合
病
院
や
3
次
医
療
圏

の
市
立
函
館
病
院
な
ど
へ
搬
送
し

て
お
り
ま
す
。

-
訪
問
診
療

病
院
で
は
、
居
宅
に
お
い
て
療

養
を
行
っ
て
い
て
通
院
が
困
難
な

患
者
さ
ん
を
、
定
期
的
に
医
師
が

訪
問
し
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す。-
医
薬
分
業
(
お
薬
を
調

剤
薬
局
で
処
方
す
る
)

「国保病院の

果たす役割」とは

μ
月
1
日
か
ら
医
薬
分
業
を
は

じ
め
ま
し
た
。
町
内
の
調
剤
薬
局

は
ア
イ
ン
薬
局
、
ツ
ジ
薬
局
の

2

庖
舗
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
薬
の

待
ち
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
、
服

薬
指
導
や
薬
の
説
明
が
十
分
に
受

け
ら
れ
、
重
複
受
診
が
噌
え
た
こ

と
に
よ
る
重
複
投
薬
や
副
作
用
の

特
集

， 

• r. 
防
止
が
図
ら
れ
ま
す
。

-
医
療
の
充
実

内
科
、
外
科
は
常
勤
の
医
師
が

お
り
ま
す
が
、
医
療
の
充
実
の
た

め
小
児
科
(
週

2
回
)
、
婦
人
科

(週
1
回
)
、
精
神
科
(
月
2
回
)
は

八
雲
総
合
病
院
か
ら
医
師
が
診
療

に
来
て
お
り
、
今
金
の
患
者
さ
ん

が
八
雲
に
行
か
な
く
て
も
専
門
医

に
診
て
も
ら
え
る
。
国
保
病
院
が

診
療
日
で
な
い
場
合
は

2
次
医
療

圏
の
八
雲
総
合
病
院
へ
行
っ
て
も

同
じ
医
師
に
診
て
も
ら
え
る
利
点

が
あ
り
、
こ
れ
は
国
保
病
院
が
費

用
を
負
担
し
て
診
療
し
て
お
り
ま

す
。

-
院
内
感
染
対
策

院
内
感
染
に
つ
い
て
は
予
防
対

策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
安
全
か

っ
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

病
院
で
も
、
院
内
感
染
対
策
委
員

会
を
聞
き
予
防
対
策
を
と
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
患
者
さ

ん
へ
の
感
染
を
起
こ
さ
な
い
予
防

対
策
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

-
住
民
検
診

住
民
検
診
は
、
昨
年
よ
り
国
保

国
保
病
院
の
果
た
す

役
割
と
は

国
保
病
院
は
、
「
企
業
の
経
済

性
と
、
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る

よ
う
に
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
更
に
採
算
も
求
め
ら
れ
る
中

で
、
へ
き
地
に
お
け
る
病
院
の
経

営
や
地
域
医
療
の
役
割
は
、
国
保

病
院
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
現
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
病
院
事
業
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
は
全
て
が
独
立

採
算
で
は
な
く
、
経
費
負
担
区
分

の
考
え
方
を
前
提
と
し
て
お
り
、

不
採
算
地
区
病
院
の
運
営
に
要
す

る
経
費
や
救
急
医
療
の
確
保
に
要

す
る
経
費
は

一
般
会
計
に
お
い
て

負
担
す
べ
き
経
費
で
あ
り
、
そ
れ

を
除
い
た
部
分
に
つ
い
て
独
立
採

算
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
保
病
院
の
経
営
は

病
院
経
蛍
に
つ
い
て
は
、
国
の

医
療
費
の
抑
制
策
や
職
員
の
給
与

貨
の
増
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
道

病
院
が
町
よ
り
委
託
を
受
け
て
病

院
の
ス
タ
ッ
フ
で
行
っ
て
お
り
ま

す。
こ
れ
は
保
健
福
祉
課
と
国
保
病

院
が
共
同
の
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
住
民
検
診
の
結
果
を

通
し
て
町
民
の
健
康
管
理
に
役
立

て
て
お
り
、
国
保
病
院
で
そ
の
後

の
再
検
査
や
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
国
保
病
院
の
利
用
を
お

勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
国
保
病
院
で
は
人
間
ド

ッ
ク
も
随
時
受
付
(
毎
週
、
火
・木

曜
日
が
検
査
日
)
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
年
に
1
回
の
受
診
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

-
窓
口
受
付
業
務
の
委
託

今
年
4
月
か
ら
病
院
窓
口
に
新

し
い
職
員
が
受
付
、
会
計
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
医
事
係
の

事
務
を
鮒
ニ
チ
イ
学
館
(
本
社
東

京
都
)
へ
委
託
し
た
た
め
で
、
経

営
の
効
率
化
も
あ
り
ま
す
が
、
医

療
費
諮
求
事
務
の
特
殊
性
か
ら
誤

諮
求
や
請
求
漏
れ
を
防
ぎ
、
こ
れ

ら
医
療
費
を
請
求
す
る
際
に
専
門

会
社
に
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
レ

セ
プ
ト
請
求
の
誤
り
を
最
小
限
に

す
る
た
め
で
す
。

の
医
療
監
視
で
は
、
公
立
病
院
と

し
て
決
め
ら
れ
た
免
許
の
あ
る
職

員
、
決
め
ら
れ
た
人
数
の
看
護
職

員
等
を
配
位
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
規
定
が
あ
り
ま
す
。
技
術
職
員

も
出
張
や
休
日
が
あ
る
た
め
、

一

人
が
町
外
に
出
て
い
る
よ
う
な
場

合
で
も
急
患
に
対
応
す
る
た
め
複

数
の
技
術
職
員
を
配
置
し
、
-
年

3
6
5
日
・

μ
時
間
体
制
で
救
急

患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

経
費
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
経

費
の
他

一
般
会
計
負
担
分
が
繰
り

入
れ
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ

て
経
営

し
て
お
り
、
経
費
の
節
減
等
を
図

り
な
が
ら
経
営
努
力
を
し
て
い
ま

す
。3

つ
の
医
療
圏

-1次医
療
圏
と
は

住
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た

身
近
で
頻
度
の
高
い
保
健

・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

地
域
単
位
の
市
町
村
か
ら
な
り
、

全
道
で
2
1
2
圏
域
が
あ
り
ま
す
。

-2次医
療
圏
と
は

1
次
医
療
図
の
サ
ー
ビ
ス
の
提

ー• 医

師

紹

介

-
鈴
木
院
長

(
平
成
3
年
4
月
l
目
指
任
)

専
門
は
消
化
器
、
内
分
泌
(
胃

腸
・
糖
尿
病
系
の
疾
患
)
で
「
患

者
さ
ん
自
身
に
よ
る
体
調
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
規
則
正
し
い
日

常
生
活
が
大
事
で
、
予
防
医
学
の

普
及
に
も
力
を
入
れ
、
お
役
に
立

ち
た
い
」
と
話
し
て
お
り
ま
す
。

-

楯

内

科
医
長

(
昭
和
位
年
日
月
l
日
着
任
)

専
門
は
循
環
器
(
心
臓
病
系
の

疾
患
)
で

「寒
さ
に
向
か
い
心
臓

病
、
高
血
圧
の
方
は
注
意
し
て
ほ

し
い
。
動
脈
硬
化
な
ど
の
原
因
は

食
生
活
に
あ
り
、
塩
分
を
制
限
し

自
分
の
健
康
管
理
は
自
分
で
医

者
ま
か
せ
に
し
な
い
で
ほ
し
い
」

と
話
し
て
お
り
ま
す
。

-
佐
々
木
外
科
医
師

(
平
成
ロ
年
4
月
1
日
着
任
)

専
門
は
消
化
器
外
科
、
虹
門

科
、
乳
腺

・
甲
状
腺
外
科
で
「
大

腸
ガ
ン
検
診
、
紅
門
検
診
、
乳
ガ

ン
検
診
も
行
っ
て
お
り
、
日
本
で

は
大
腸
ガ
ン
、
乳
ガ
ン
は
年
々
増

供
機
能
を
広
域
的
に
支
援
す
る
と

と
も
に
、
比
較
的
高
度
で
専
門
性

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
保

健

・
医
療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
完

結
を
め
ざ
す
地
域
単
位
で
、
全
道

で
幻
圏
域
が
あ
り
ま
す
。
北
渡
島

槍
山
で
は
八
雲
総
合
病
院
が
あ
り

ま
す
。

(8) 

-3次
医
療
圏
と
は

高
度
で
専
門
的
な
保
健

・
医

療

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

地
域
単
位
で
、
全
道
で

6
圏
域
が

あ
り
道
南
で
は
市
立
函
館
病
院
が

あ
り
ま
す
。

医
療
体
制
は

-
現
在
の
病
床
数

臼
床
(
一
般
刊
床
・
老
人
長
期

ロ
床
)
で
す
。

-
現
在
の
職
員
数

日
出
名
(
職
員
円
相
名

・
準
職
員
4

名

・
臨
時
職
員
3
名

・
ニ
チ
イ
社

員
4
名
)
で
す
。

医
師
3
名

・
看
護
婦
M
名

・
薬

剤
師
2
名

・
検
査
技
師
3
名

・
X

線
技
師

2
名

・
柔
道
整
復
師

2

加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
年

に

一
度
の
検
診
を
受
け
る
こ
と
」

を
勧
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
で
も
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
、
い
つ
で
も
、
安
心
し
て
直

ぐ
診
て
も
ら
え
る
病
院
と
し

て
、
職
員
一
同
日
夜
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
も
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
改

善
す
る
と
こ
ろ
は
改
善
し
、
患

者
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。

国
保
病
院
院
長

鈴

木

三

章
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険からのお知らせ民健康

険からのお知らせ

平
成
ロ
年
度
か
ら
、
保

険
税
を
納
め
て
い
な
い
人

に
対
す
る
滞
納
措
置
が
徹

底
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
保
険
税
を
納
め
な

い
と
、
滞
納
分
の
保
険
税

を
あ
と
で
ま
と
め
て
支
払

う
こ
と
に
な
っ
た
り
、
病

気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
の

医
療
費
が
全
額
自
己
負
担

に
な
る
な
ど
の
厳
し
い
措

賓
か
と
ら
れ
、
結
局
困
る

の
は
あ
な
た
や
家
族
で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

な
る
前
に
必
ず
保
険
税
を

納
め
ま
し
ょ
う
。

••• 
あなたが家族が困ります

民健康

保険税を納めないと

ラ金町

• 

区 分 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度

体l全IIJ 世 持 数(世帯) 2，556 2， 570 2， 629 2， 666 2，674 

人 口 (人) 7， 314 7， 235 7， 222 7， 138 7，040 

世 持 数(世帯) 1，261 1， 262 1，331 1，351 1，362 
世帯状況

世 帯 出口 入 率(%) 49. 33 49. 11 50. 63 己O.68 50.93 

般(人) 2， 489 2，395 2， 332 2， 235 2， 145 
国

退 I時 者 等(人) 148 141 149 166 204 

被保険者 老 人(人) 776 826 921 968 1，002 
保
状 :冗 (人) 3，413 3，362 3，402 3， 369 3，351 

被保険者加入率(%) 46. 66 46.47 47. 11 47. 20 47. 60 

一世帯あたり被保険者数(人) 2. 71 2. 66 2.56 2.49 2.46 

国保被保険者の年度別推移表 1

保険税事滞納するヒ

二んfaJ二ヒにtcJリ家宅'
②育効期間の短い「短期被保険者証」が交付

される場合があります。

③納期限から 1年間経過してち滞納を続けていると、保険証を返却すること巴なり、「被保険者資格

証明書」が交付されます(このとき、いっ芝んかかった医療費の全額を支払うこと!こなります)。

• • 
①督促を受けだり、延滞金が加算され芝りす

る場合があります。

被保険者の状況(表 1) 

平成II年度末における国保加入状況は表のとおりとなっております。

国保被保険者は過疎化とともに社会保険事業所の適用拡大及び人口の続出などにより、年々減少の一途をた

どっていますが、世帯数は核家族化により一世帯当たりの被保険者は少なくなり、単身世帯や老人夫婦世帯が

増加しております。

⑤δら!こ滞納ガ続くと、国保の給付(療養費、

高額療養費、出産育児一時金、葬祭賞怠ど)

の全部まだは←Ils1J滞納している保険税|こ

あてられます。

-そのほか|こ、財産の差し押さえなどの滞納処分を行う場合があります。

*老人保健で医療を受けている高齢者や公費負担医療をうけている人が同じ世帯巴いる場合は、家族1こ

交付する「被保険者資格証明書」とは別|こ保険証が交付されます。

④納期限から 1年6ヶ月間経過しても滞納を

続けていると、国保の給付の全部まだは一

部が差し止められます。

• • 
X 

全体の
全道分

全国分
一 般分 退職分 老人分 全体分

対前年度 (全体分)

(円) (円) (円) (円) 伸び率(%) (円) (阿)

7年度 220， 866 503，931 827，842 371，146 101.54 435， 647 316， 909 

8年度 234，843 540，761 884，523 407，291 109. 74 460， 825 336， 702 

9年度 241，038 597，515 917，635 434， 712 106.73 456，929 327， 507 

10年度 224， 813 574， 115 809， 620 407， 721 93. 79 471，599 354， 079 

11年度 235，059 491，053 732，842 398，931 97. 84 

一人当たり医療費の年度別推移表2

-他市区i町村から転入したとき

・他の健康保険を脱退したとき

・生活保設を受けなくなったとき

.子どもが生まれたとき

.外国人が加入するとき

-他市区U1r村へ転出するとき

・他の健康保険に加入したとき

・生活保護を受けはじめたとき

・死亡したとき

@外国人が脱退するとき

医療費の状況(表2)

医療費は被保険者が減少しているにもかかわらず高水準にあり、年齢階層もますます高齢化傾向が強くな

ってきています。一人当たりの医療費は全体的にみると、ここ 2年間は減少しておりますが依然高水準にあ

り、医療費に見合う財政の確保が急務となっております。国保事業の安定化運蛍のためには、より一層の経

営努力が必要であり、医療費の適正化対策の推進が重要と考えられます。 こんなときは
1 4日以内に届出を

-退職者医療制度に該当したとき

・退職者医療制度に該当しなくなったとき

・住所、世帯主、 氏名などが変わったとき

・保険証をなくしたり、 よごれて使えなくなったとき

・修学のため、子どもが他の市区町村に住むとき

・長期旅行などで別個の保険証が必要なとき

-応募内容

1 ホームヘルパー職(正職員)/1名
2 准看護婦職 (臨時職員)/1名

3 登録ホームヘルパー職(パートタイマ 職員)/若干名

・応募期間 平成12年12月20日~平成13年 1月初日まで

.履歴書の提出及びお問い合わせ先は

総合福祉施設「としべつ」内

社会福祉法人 今金町社会福祉協議会

82-2780 

今金町社会福祉協議会

職員を募集

〕O
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財
政
状
況
の
公
表
は
、
町
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税

金
、
国
や
道
か
ら
の
補
助
金
、
沖
地
方

交
付
税
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
、
運
営
さ
れ
て
い
る
か
を
知

っ
て

い
た
だ
く
た
め
公
表
し
て
い
る
も
の

で
す
。

9月30日現在の予算額

60!.意8，573万円(前年同期、 9.4%減)]

53億6，733万円(前年同期、16.2%増)]
114億5，306万円(前年同期、 1.0%培)]

[一般会計

[特別会計

[総額

税
A ...， 
金
中
学
校
佐
々三
木年

綾
さ
ん

税
と
は
、
ど
ん
な
人
が
、
ど
れ

く
ら
い
の
、
ど
の
よ
う
な
税
を
納

め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
中
学
生
は
、
税
と
の
関

わ
り
を
そ
れ
ほ
ど
考
え
ず
、
消
費

税
く
ら
い
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
納

税
と
い
え
ば
、
大
人
に
な
っ
て
か

ら
の
話
で
、
今
の
私
た
ち
に
は
関

係
が
な
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

消
費
税
の
事
を
考
え
る
と
、
ど
ん

な
人
で
も
税
を
納
め
て
い
る
と
言

っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

貿
い
物
を
し
た
と
き
や
、
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
と
き
に
、

代
金
と
と
も
に
払
う
消
貨
税
は
、

立
派
に
国
の
財
政
を
支
え
て
い
る

(単位 千円・ %)

区 分 予算現額 支出済額 支出率

;韮 jZh 3Z '/!( 8，322 3，955 47.5 

総 務 Zを 89.680 35，945 40.1 

民 生 'I!< 86， 765 45， 327 52.2 

枠i 生 費 53， 745 12， 396 23.1 
労 {動 'I!< 983 64 6.5 
農林水産業費 59，836 7，485 12.5 

商 工 費 15，078 7，062 46.8 

土 木 費 101，478 46，013 45.3 
j向 |坊 まを 22，374 9， 727 43.5 

教 育 主主 61，245 25， 783 42.1 

災害復旧費 9，719 2，047 21. 1 

公 f占 費 89， 798 35，495 39.5 

予 {背 費 500 。。。
繰越明許費支出 9，050 。。。

i口k 608， 573 231.299 38.0 

区 分 予算現額 収入済額 収入率

国I 税 56，087 37.917 67.6 

地方議与税 11，552 3，474 30.1 

利子割父付金 1，367 626 45.8 

地方消費税交付金 6. 790 4，001 58.9 

自動車取得税交付金 4， 722 1，832 38.8 

地方特例交付金 1.663 1， 663 100.0 

地方交付税 324，062 237，076 73.2 

交通安全特別交付金 149 。。。
分担金及び負担金 7，311 2，147 29.4 

使用料及び手数料 11，687 5， 714 48.9 

国庫支出 金 29，862 4，222 14. 1 

道 支 出 金 23，190 2，189 9.4 

財 産 ~~ 入 3，050 2， 348 77.0 
戸叫=同 附 金 200 200 100.0 
東呆 入 金 11，609 。。。
繰 越 金 585 585 100.0 

3者 11;( 入 70，407 10，661 15. 1 
阿I {責 35，230 。。。
繰越明許費収入 9，050 474 5.2 
d口b、 計 608， 573 315，129 51. 8 

軍二正心(単位千円・%)

ぐ一般会音〉
富二む

• • 

ょ
う
で
す
。
消
費
税
が
国
の
収
入

の
中
の
大
事
な
存
在
に
な
っ
て
い

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

1
9
9
7
年
四
月
、
税
率
が
3

%
か
ら
5
%
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、
な
ぜ
税
率
を

引
き
上
げ
る
の
か
と
、
だ
れ
も
が

疑
問
に
思
い
、
文
句
を
言
っ
た
こ

と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
私
だ
け
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
に
な
っ
て

も
5
%
に
な
っ
た
理
由
が
わ
か
り

ま
せ
ん
。
景
気
を
よ
く
す
る
た
め

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
だ
と
し
た

ら
、
と
て
も
良
い
結
果
に
は
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら

先
に
ま
た
、
税
率
の
引
き
上
げ
、

も
し
か
し
た
ら
引
き
下
げ
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上
税

率
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
何
か
、
景
気
回
復
の
た
め

に
、
い
い
考
え
は
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
国
民
全
員
が
少
し
は
考
え

て
み
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
国
窓
法
第
三
十
条
に

「納

税
の
義
務
」
が
あ
り
、
「
勤
労
の
義

務
」
、
「教
育
を
受
け
さ
せ
る
義

務
」
と
並
び
、
一一
一
大
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
義
務
と
な

っ

て
、
必
ず
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
き
っ
と
、
自
分
自
身
の
た

め
に
な
る
か
ら
で
す
。
学
校
で
使

わ
れ
る
お
金
と
な
り
、
図
書
館
な

ど
公
共
施
設
の
建
設
に
使
わ
れ
る

お
金
な
ど
に
な
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
社
会
に
出
る
日
も
そ

う
遠
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち

も
納
税
者
に
な
る
の
で
す
。
将

来
、
税
を
取
り
扱
う
仕
事
に
つ
く

人
も
必
ず
い
る
は
ず
で
す
。
今
の

私
た
ち
中
学
生
に
税
金
の
使
い
道

を
決
め
る
権
利
は
な
く
、
関
心
が

無
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
集
め

什
/
川
今
金
中
学
校
校
長
室
で
賞
状

と
記
念
品
を
受
け
る
佐
々
木
さ
ん

平成12年度末残高見込額

61億1，243万円目Iのi昔霊lま

住民基本台帳(9月末現在)
・人口 7，090人

・世帯数 2，716世帯

(早也 -1-円・九j

人コ~寸 分
歳 入 歳 出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

国保事業会昔| 87，191 31， 688 36.3 87， 191 30，246 34.7 
老人保健会計 88， 652 41，052 46.3 88， 652 40，235 45.4 
介護保険会計 61， 860 19，014 30. 7 61，860 17， 126 27. 7 
介護老人保健施設会計 36， 140 19，053 52. 7 36， 356 16，368 45.0 
ト・収益的収入及び支出 35， 304 18，353 52.0 35， 304 15， 721 44.5 
-資本的収入及び支出 836 700 83. 7 1， 052 647 61. 5 
国保病院施設会計 112，039 33，278 29. 7 115， 329 48，170 41. 8 
-収益的収入及び支出 102，699 33，278 32.4 102， 699 43，944 42.8 
-資本的収入及び支出 9， 340 。 。。 12， 630 4，226 33.5 
簡易水道事業会計 17，937 7，474 41. 7 17，937 6， 163 34.4 
公共下水道事業会計 129，408 16，659 12.9 129，408 21，695 16.8 
ぷ口〉、 音| 533，227 168.218 31. 5 536， 733 180，003 33.5 

〕内〆-1
 
〔

9月末現在の人口・世帯数に換算すると
.1人当たり 8 6万円
.1世帯当たり 225万円

同副会計〉

• • 
ら
れ
た
税
金
の
中
に
は
、
自
分
の

家
族
が
納
め
た
お
金
も
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ

い
。
そ
れ
を
考
え
る
と
、
使
い
道

に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と
が
必

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ロ
月
号
に
引
き
続
き
、
こ
の
作

文
は
、
八
雲
税
務
署
が
八
雲
税
務

署
管
内
の
中
学
校
に
対
し

「税
に

つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集
し
た
も

の
で
、
5
校
1

3
0
編
の
応
募
の

中
か
ら
こ
の
作
文
が
八
雲
地
区
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

参倉町の

3l週事故発生状況
11月発生 11月末現在
4件 14件
l名 2名
7名 27名

※ss運動(スピードダウン・シートベル
ト着用)で交通事故を未然に防ごう 1

交通事故死ゼ口日数 58日

発生件数
死者数
傷者数

俳句
fど芭'，'音f暁き念2
tん蕉2も lこe 入い
'ど のJ 無な打うり
5の句〈くつに
3火ひ添そ風E音f磨3
3煩官へもたく
悩す しなし -~
5未旨賀rくか万3
1だ状Eし初雪初雪
之消きのJ て鼓2座ざ
え J愛目樹福 敷与
さ、 事じ氷:
りか 生あ
しなる

る

斉梅佐 伊 戸
藤 村 藤藤沢

み直朝翠慶
ち子子 女 秋

利別俳句

〕3
 
1
 
〔
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じ
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制
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ん
日
晃
巾
結
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木

お

山
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固

杉

水

佐

。gゆや 住民の動態 。gゆ令

前月対比

3) 
0) 

3) 

4) 

11月末現在

7， 090人

3，419人 (

3，671人(

2， 722世帯(

人口

男

女

世帯数

87-3021 
84 -4321 
82-0221 

84 -5011 
87-3021 
82-0221 
84-5011 
84 -5321 

休日当番底
口
M

口
μ
口
U
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2
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悶
円ー

口
μ
口
u
口
υ
口
μ

7
8
凶
幻

一

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な
お
、
北
槍
山
峨
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
自
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
日
年
1
月
分

1
月
4
日
(
木
)

午
後
2
時

1
午
後

5
時

1
月
5
日
(
金
)

午
前

9
時

i
u時

1
月

9
日
(
火
)

午
後

2
時

1
午
後

5
時

l
月

ω日
(
水
)

午
前

9
時

1
午
後

5
時

1
月
げ
日

(
水
)

午
前

9
時

1
午
後

5
時

l
月
お
日
(
木
)

午
前

9
時

1
午
後

5
時

。
連
絡
先

[北
伶
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
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4

5

7

2

4
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ハロ
l
ワ
l
ヲ

か
ら
の
お
知
ら
せ

希)・昭和町

和)商工団地

間1(保護者

(保護者

11月13日

志)寒昇

之)曙 UfJ

ß~) 大和町

砧

宏

l福 田島 英幸さん(il拘栄町)ニ敦賀しおりさん(南栄町)
lズ 山本 知也さん(鈴岡第一)=浜西みのぶさん(寒
1~ 松浦秀明書ん(曙町)二宮崎 恵美さん(樽町)
I~ 上村 浩こさん(栄町)=町ìiiJ 明美さん(旭町)

橿 おくやみもうしあげます

天 沼
古 川

庫

昇)

智
，-， 
1-'-' (保護者

(保護者

12月 3日(保護者

固 いつまでもおしあわせに

II月17日

11月22日

I1月25日矢部佑菜ち九
こうすけ

伊藤宏輔~ん

1I月28日 90歳
12月2日 102歳
12月5日 68歳
12月7日 93歳
12月11日 85歳(南 町)

12月12日受付分まで

(下トマンケシ)

(神丘中台)

(八幡 町)

(上金原)

ん

ん

ん

ん

2
旬

。

さ

さ

さ

さ

在
メ
巳
作
ヱサ

卜
正
利
マ

冗
瀬
田

波

酋

87 -2470 
82 -0221 
84-5011 

小児科外来の診療時間変更のお知らせ
小児科外来は、毎週月曜日と水曜日の午後からの診
療となっておりますが、次のj明日については、診療附
始時間が午後2時以降に変更となりますのでお知らせ
いたします。 ~，，{='

凪~~~む~
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医帯仏当※
 

， 

4・

構 崎 医院(瀬 棚)
北他山町立国保病院(北格山)
今金町立国保病院(今金)
(1日 ~3 日は正午まで)
道南ロイヤル病院(北倫山)
柏崎医院(瀬棚)

今金町立国保病院(今金)
道南ロイヤル病院(北槍山)

28日 北倫山町立国保病院(北柏山)
(2月分については予定です。)

2月4日 瀬棚町国保医科診療所 (i帯l棚)
II日今金町立国保病院(今金)
12日 道南ロイヤル病院 (:It柏山)

• 

年
早車
相
談
の
平
案
肉

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い。

。
と

き

i
月
お
日
(
木
)

午
前
川
時

1
午
後

3
時
ま
で

(
午
後
ロ
時
日
分

1

1
時
ま
で
昼
食
)

役
場
中
会
議
室

(
2
階
)

函
館
社
会
保
険

事
務
所
職
員

《
町
民
銀
年
金
係
》

。
と
こ
ろ

。
相
談
員

遣

し結

ム」

毎
年
、
こ
の
時
期
は
水
道
の
凍

結
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
の
さ
い
、
寝
る
前
に
戸
締
ま

り
と
、
水
道
の
水
抜
き
を
し
ま
し

よ切っ。万

一
凍

っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か

ら
床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か

タ
オ
ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
て

日
分
く
ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
水
が
で
ま
す
。
い
く
ら
熱
湯

を
か
け
て
も
水
が
出
な
い
場
合

は
、
次
の
今
金
町
指
定
工
事
事
業

1月15日(月)
1月22日(月)

八雲町
~町曾温泉おぼこ荘。
惑い冬も体の芯からi，'r-Aまる地虫は呂町
ですね。
心と体をいやす 1)フレ γシュしてみま
せんか.
・日帰り入浴料/大人360円・中学生310
円・中人150円リl、人 (6躍未満)無料
・宿泊料/大人5.9501"1中学生5.800 
円中人5.380円小A4.850円
※II月1日-4月30日の間は別途暖房
料としてI名峨310阿が加算されます.
・お問い合わせ先/八雲町岡工観光労政
保801376-2-2111 内線342
・予約/町宮祖泉おぽこj1801376-3-
3123 

止

ro
附
晶
冨

町
一一制
P
L
P
b
h
 

山

剛
一
割

量
司

山
附
路

根

川
浩

出

回一山

4
4
伽
丸
引
A
V--
， 司《
『出会いふれ量感副!J 
カルチャーとユーモアにつつまれたト
ークそして感動の工ピ、ノード語りで構成
された文化綿演会やトークンヨーなどは
全国缶地で大絶賛を博しています.ドラ
マ「愛してると言ってくれJr君の手がささ

l一一一・と き/1月26FI(金)午後6時3日分~
・ところ/北楠山町出村環境改善センター
・入場無料
圃お問い合わせ先/北柏山町教育委員会
社会教育部!801378-4-5111 

(今金町立国保病院)

潮制町
大鰐評発売申

瀬剣町特車純米酒 『吟子物語』
アイガモ時法により 、 I!!!~払を旭川しない
で殺惜して米を凶料に 無添加で聞過した
制棚町特産純米酒 f時子物語Jの新物がた
だいま絶賛5e'.k.rlrです.
現在は、火入れをLていない期間限定の
生生パージョンが販売中で、その端閥辛口
でさっぱりとしたのどごLが人気の「時子
物語Jは醐棚町の各楢阪自でお口い占めに
なれます.※地方j!送も行っております.
・刷物/1丹瓶入 2，500円/720ml入
1. 3501'1/300ml入 500円
・ぉ川い合わせ/瀬棚町酒眼目組合
(事務局商工会)801378-7-3135 

• • 

者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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予

第18図書予金雪まつりは

2日10日(土)・"日(日)

告!

《
上
下
水
道
線
》

路
上
駐
車
は
絶
苅
じ

や
め
て
く
だ
さ
い

医師・歯科医師・薬剤師の

みなさまに届出のお願い

除
雪
作
業
は
、
主
に
交
通
量
の

少
な
い
夜
間
や
早
朝
に
作
業
を
行

い
ま
す
が
、
路
上
に
車
が
尉
車
し

て
い
ま
す
と
、
地
吹
雪
の
時
な
ど

視
界
が
悪
く
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
車
が
駐
車
し
て
い
る
部

分
の
除
雪
が
で
き
ず
、
交
通
傷
害

の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
路
上
駐

車
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

《
建
設
課
》

文戚町
国民宿舎 『おわび山荘』
只Jf~冊目渓谷の雄太な l当然に抱かれてい

るようなおもてなし、 1日以と美味しい郷

土料理で、心も体もゆったりとリラック

スできるひとときをお約車します.

所/大成町宇只取市l

圃宿泊料/7，100円

あわび鍋などの特別料理もあります。

・お問い合わせ先/あわび山荘

801398-4-5522 

熊石町 l 
活アヲピ副パック
海中養殖された『あわび』をふ l

るさと小包で全国に配送。It素と E 

保冷剤を入れて 「生きたままJお

届けする熊石町の味覚。・10個入 5，470円(道内)
回数増 ・他地域郵送可

・お問い合わせ先/熊石郵便局

I 

No.33 

(14) 

]リド-JL交涜ネットワーワ崎報

.1昔

ーーーー-ー~

801398-2-3380 

「 長万部町
長万部町ポイントカイド

.植木否悦記念館.
北海道唯一の水盤画家で俳人でもあっ
た値木苦悦の作品を展示。
独特の河童の絵や、油彩画.句，~など、
いずれも味わいのあるものばかりで、何
度も河掻絵の前にたたずむ述来客も多
い。 l入場料は盤料1
・H局 所/高砂町(センタ一通り)
・時間/午前9時~午後5時
圃休館日/月・火眼目 祝日の翌日
※年末年始の休みは12月29日-1Jj8 
日までです.
Eお|叫い合わせ先/町民tンター
801377-2-5396 

社会福祉協議会だより 12 . 12 . 5 

来光の里学園、ßI:~f聞社会福祉協議会への多頼のご
寄付、 ご厚意ありがとうございました。(敬称略)

《鎌倉市》 長 谷川 キヨシ
大 辻 勇 八重僅 年

《下川町》 種川老人 クラブ

JiI 口 美智子 小田島 ト 、、、

《札幌市》 中 村 恭 子
学校法人 西野学園 藤 井 弘 子
《奥尻町》 種川 小 学校

中 キf 敏 男 日石 ファミリーズ
《今金町》 植 キ干 美 代子
八 千 よ うまいベイ

{ 口一 崎 勝 義 「こだわり工房」
大 倉 啓太郎 山 回 庫 治
A コー プ今金底

北海道八雲保健所

企画総務楳企画調挫係

干049-3112
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わが国に居住している医師・歯科医師・薬剤師の方は、 2年

に一度12月31日現在における住所地、従業地、従事している業

務の種別等、医師法、歯科医師法、 3車両IJffrIi法で規定されている
事項について、届け出ることが義務づけられています。

今年はその届出の年にあたりますので、所定の届出票により、

平成13年 1月15日までに八雲保健所まで提出してください.ま

た、12月31日現在就労していない方であっても届け出ることと

されておりますので、お手元に届出禦が周かない方は八密保健

所企画調強係までお問い合わせください。

この届出は、今後の厚生労働行政の大切な基礎資料となりま

すので、医師 ・歯科医師 ・薬剤師のみなさま、届出粟の提出を

お願いいたします。
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は
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ロ
月

7
日
(
木
)
、
今
金
町
民
セ

ン
タ

l
を
会
場
に
町
内
の
社
会
教

育
委
員
、
教
育
委
員
、
教
育
委
員

会
職
員
を
対
象
と
し
た
今
金
町
社

会
教
育
研
修
会
(
主
催
今
金
町

社
会
教
育
委
員
会
)
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
は
柏
山
教
育
局
高

等
学
校
指
導
班
主
査
井
村
美
彦
氏

を
招
き
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子

高
齢
化
等
を
含
む
学
校
教
育
方
針

の
転
換
期
に
あ
る
現
在
、
い
く
つ

も
の
選
択
肢
を
生
徒
自
ら
が
何
を

目世紀田子供た吉に
豊か詰スポ-~環境を

私
た
ち
大
人
は
、
引

世
紀
に
限
り
な
い
希
望

に
満
ち
あ
ふ
れ
、
そ
こ

に
生
き
る
子
供
た
ち
の

た
め
に
新
し
い
視
点
で

豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境

を
形
成
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
楽

し
さ
を
伝
え
る
も
の
で

す
が
、
指
導
者
に
よ

っ

て
は
勝
つ
こ
と
を
優
先

し
、
厳
し
い
も
の
、
辛

い
も
の
な
ど
と
子
供
た

ち
に
植
え
込
ん
で
し
ま

い
が
ち
で
す
。
最
優
先

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
あ

り
方
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を

好
き
に
さ
せ
る
指
導
」

で
す
。し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
簡
単
そ

う
で

一
番
難
し
い
指
導
で
す
。
た

だ
好
き
放
題
さ
せ
る
の
で
は
な
く

一
定
の
ル

l
ル
の
も
と
で
、
楽
し

さ
を
知
り
な
が
ら
意
欲
的
に
取
り

組
も
う
と
す
る
心
を
育
て
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
す
る
こ

と
の
利
点
に
友
達
が
で
さ
る
こ
と

も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
音
楽

で
も
、
絵
画
で
も
共
通
し
た
好
み

を
通
し
て
友
達
を
得
る
こ
と
が
で しミ

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が

町

の
歴

史
や

自

然

・
文
化
を
大

切

庭
や

学

校
、
地
域
社
会

の

き

ず
な

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健

社
会
教
育
研
修
会
か
ら

学
ぶ
か
選
択
す
る
時
代
で
あ
る
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、

自
ら
学
び
、

自
ら
奴
題
を
見
付
け

自
ら
考
え
、
主
体
的

に
判
断
す
る
能
力
が
低
下
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
る
現
代
の
子
供

達
は
未
成
年
の
う
ち
に
自
分
の
進

路
を
正
し
く
判
断
で
き
る
，
た
ろ
う

か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
他
、

指
導
で
は
な
く
施
設
見
学
、

な
仕
事
の
体
験
学
習
を
取
り
入
れ

た
教
育
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
も

強
制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地

大
学
受
験
の
た
め
の
様
々

域
へ
の
期
待
と
し
て
地
域
の
人
々

や
施
設
を
活
用
し
た
学
習
で
子
供

達
の
視
野
を
広
げ
て
あ
げ
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
し

た。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
、
新
世
代
を

担
う
子
供
述
を
町
民
全
体
で
見
守

り
育
て
て
い
く
時
代
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

d 

• • 

き
ま
す
し
将
来
へ
つ
な
が
る
「
財

産
」
と
な
り
ま
す
。

成
長
に
つ
れ
そ
の
年
代
年
代
で

次
々
と
新
し
い
友
達
を
つ
く
り
、

そ
の
輸
の
中
で
過
ご
す
楽
し
さ
は

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
柱
と
な

り
、
今
後
の
子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
中
で
最
も
必
要
と
さ
れ

る
点
で
す
。

引
世
紀
の
子
供
た
ち
を
取
り
巻

く
ス
ポ
ー
ツ
環
境
は
、
よ
り

一
層

難
し
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い

学
校
や
地
域
、
家
庭
で
私
た
ち
大

人
が
責
任
を
持
っ
て
支
え
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
は
、

V

に
し
を
深
め

や
か
に
学
び
合
い
ま

し

ょ
う
。

る長0~~毛J鍾明

玉
括
協
(
た
ま
ぞ
り
)

板
樋
の

一
種
で
、

〈文化財探訪55)

材
木
を
集
め
る
た
め

に
用
い
ら
れ
ま
し

た
。
前
を
厚
く
、
後

を
務
く
削
り
、
薄
い

部
分
に
木
材
の
先
端

を
乗
せ
、
先
の
厚
い

部
分
の
掘
っ
た
穴
に

わ
た
し
の
生
涯
学
習

鎖
を
通
し
て
鳥
に
曳
か
せ
ま
す
。

木
材
を
伐
木
現
場
か
ら
大
型
の
馬

俄
が
入
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
運
ぶ
の

に
使
用
し
ま
し
た
。

堅
く
丈
夫
な
ナ
ラ
、

カ
パ
な
ど
で
作
ら
れ
、
大
部
分
は

山
子
(
仙
夫
そ
ま
ふ
)
の
手
製

で
す
。
た
い
て
い
は

一
枚
板
で
で

き
て
い
ま
す
が
、
盤
木
を
二
、
三

板
つ
ぎ
合
わ
せ
て
金
具
で
と
め
た

り
、
腕
木
、
カ
ブ
ト
金
、
カ
ン
ザ

イ
タ
ヤ
、

シ
な
ど
と
称
す
る
金
具
を
取
り
付

け
た
改
良
型
も
あ
り
ま
す
。

写
真
は
中
里
在
住
の
島
津
冨
美

男
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
，
た
い
た
も

新
し
い
世
紀
を
迎
え
な
が
ら
食

べ
た
器
麦
の
味
は
い
か
が
で
し
た

か
?
杉
内
秀
次
さ
ん
(
卜
マ
ン
ケ

シ
)
は
、

5
年
程
前
か
ら
蕎
麦
づ

く
り
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
務

麦
打
ち
が
難
し
い
と
聞
い
て
、
自

分
で
打
っ
た
蕎
麦
を
食
べ
て
み
た

い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
が
き
っ

か
け
。
先
達
の
経
験
や
勘
を
習
っ

て
も
自
分
の
も
の
に
な
ら
な
い
と

技
術
教
本
を
頼
り
に
独
学
で
自
分

ら
し
い
蕎
麦
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
も
う

一
つ
の
こ
だ
わ
り

は
生
粉
打
(
き
こ
う
ち
)
蕎
麦
。
務

麦
粉
と
冷
水
だ
け
で
打
つ
務
麦
に

e • 

元
気
あ
ふ
れ
壱
A

フ
金
つ
札予
を

育
む
町
*
つ
く
り
を
目
指
岐
て

，JIII' 

い
よ
い
よ
新
世
紀
。
私
た
ち
は

子
供
た
ち
に
ど
ん
な
夢
を
託
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
つ
恵

ま
れ
た
大
自
然
の
中
で
す
く
す
く

育
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
今
金

つ
子
た
ち
に
も
現
代
っ
子
の
一

面

が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
よ
う
で

す
。子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
設
世
さ
れ
て
い
る
町
青
少

年
健
全
育
成
推
進
委
員
会
は
、
子

供
た
ち
に
関
わ
る
関
係
機
関
社

会
教
育
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
過
日
開
催
さ
れ
た
会
議
で

の
話
題
。

二
百
で
い
う
な
ら
限
ら

れ
た
地
域
、
仲
間
と
の
交
流
か
ら

足
を
踏
み
出
そ
う
と
し
な
い
子
供

た
ち
。
そ
ん
な
姿
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
ま
し
た
。
学
年
を
越
え
た

集
合
型
の
行
事
や
全
町
的
に
行
わ

れ
る
行
事
へ
の
参
加
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
現
状
。
校
外
活
動
の

一

つ
と
し
て
、
先
生
自
ら
が
「
一
緒

に
行
く
か
ら
」
と
誘
っ
て
も
効
果

が
な
い
。
一

方
で

P
T
A
連
合
会

が
行
い
、
町
内
の
全
6
年
生
が
参

加
す
る
交
流
事
業
の
事
後
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
「
他
校
の
兎
童
と
も
っ

と
交
流
し
た
い
」
と
い
う
意
見
が

多
い
と
い
う
実
態
も
あ
り
相
反
す

る
而
も
。
行
事
の
持
ち
方
も
見
直

し
と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
大
切
な
手
段
で

す
。
人
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い

を
持
つ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
敢
え
て
機

会
を
作
っ
て
あ
げ
る
努
力
が
必
要

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
人
自

身
が
自
ら
お
手
本
と
な
っ
て
学
校

行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
地
域

行
事
に

一
緒
に
繰
り
出
し
、
町
ぐ

る
み
で
新
世
紀
の
歴
史
を
作
り
上

げ
る
活
気
あ
る
今
金
つ
子
に
育
て

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

の
で
す
。
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「北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
附
社
刊
行
)

参
考
文
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魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
杉
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ん

の
蕎
麦
打
ち
の
コ
ツ
は
「
如
何
に

務
麦
粉
と
水
を
馴
染
ま
世
る
か
」

に
あ
る
そ
う
。
こ
れ
ま
で
の

一
番

の
思
い
出
は
、
学
童
保
育
所
の
体

験
学
習
に
招
か
れ
、
子
供
た
ち
と

一
緒
に
蕎
麦
打
ち
を
し
た
こ
と
。

そ
の
時
の
感
想
文
の
子
供
た
ち
の

素
直
な
気
持
ち
に
感
動
し
た
そ
う

で
す
。
『
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら

え
る
の
が

一
番
。
草
間
麦
打
ち
は
奥

深
い
け
ど
気
軽
に
取
り
組
ん
で
欲

し
い
』
と
杉
内
さ
ん
。
今
は
ハ
ン
グ

ル
諮
に
も
興
味
津
々
。
新
し
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挑
戦

を
し
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て
い
る
杉
内
さ
ん
で
す
。
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安
宝
で
映
画
に
暮
ら
せ
る
住
宅

介
護
保
険
で
は
要
介
護
認
定
で

要
支
援
・
要
介
護
1
1
5
に
認
定

さ
れ
た
方
は
、
住
宅
改
修
・
福
祉

用
具
の
購
入
・
貸
与
の
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
宅
改
修
・
福
祉
他
用
具
の

購
入
や
貸
与
っ
て

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
?

住
宅
改
修
費
の
支
給

要
介
護
者
の
心
身
の
状
況
や
住

宅
の
状
況
か
ら
必
要
な
改
修
で
あ

る
こ
と
、
要
介
護
者
が
現
に
居
住

す
る
住
宅
に
つ
い
て
改
修
が
行
わ

れ
た
こ
と
が
支
給
条
件
で
す
。
住

宅
改
修
の
た
め
の
給
付
限
度
額
は

二
十
万
円
で
費
用
に
は
工
事
費
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
支
払
方
法
は

実
際
の
住
宅
改
修
費
の
九
割
相
当

額

(
利
用
者
は

一
割
負
担
)
が
支

給
さ
れ
る
償
還
払
い
と
な
り
ま

す。

一
軒
に
つ
き

一
回
の
給
付
で

す
が
、
引
っ
越
し
ゃ
身
体
状
況
が

大
き
く
変
化
し
た
場
合
(
要
介
護

度
が
一二
段
階
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
)

f 

健診を受けて明るい健康づくり

~Il 

llli tr愉

は
新
た
に
二
十
万
円
の
給
付
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

介
護
保
険
で
で
き
る

住
宅
改
修

-
手
す
り
の
取
り
付
け
0

.
床
段
差
の
解
消
。

-
滑
り
防
止
や
移
動
を
円
滑
に
す

る
た
め
の
床
材
の
変
更
。

-
引
き
戸
に
す
る
な
ど
、
戸
の
取

り
替
え
0

.
洋
式
便
座
な
ど
へ
の
取
り
替

?え
。

福
祉
用
具
の
購
入

購
入
費
と
し
て
の
給
付
限
度
額

は
年
間
十
万
円
と
な

っ
て
い
ま

す。
支
払
い
方
法
は
住
宅
改
修
と
同

じ
く
償
還
払
い
に
な
っ
て
お
り
、

九
割
相
当
額
(
利
用
者
は
一
割
負

担
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

1
年
間
で
購
入
し
た
福
祉
用
具

の
合
計
金
額
が
十
万
円
以
内
な
ら

ば
何
回
で
も
申
請
可
能
で
す
。
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1月24日(水1114:20-14: 501紘合福祉施設内眼健センタ

1月29日(月1110:00-
' 同 .0口仙¥1:J?凸仰マ吋

~if 

すくすく子育てダイヤル

乳児健診

介
護
保
険
で
購
入
で
き
る

福
祉
用
具

(ポ
ー
タ
ブ
ル
卜

-
腰
掛
け
便
座

イ
レ
)

.
特
殊
尿
器

-
入
浴
補
助
用
具

(
浴
糟
台

・
シ

ヤ
ワ

l
精
子

・
パ
ス
ボ

l
ド

他福
祉
用
具
の
貸
与

レ
ン
タ
ル
料
の
一
割
を
支
払
い

ま
す
。介

護
保
険
で
レ
ン
タ
ル

で
き
る
福
祉
用
具

-
車
椅
子

・
特
殊
寝
台
(
ベ
ッ
ト
)

.
歩
行
器

-
体
位
交
換
器

お
申
し
込
み

・
お
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ

今
金
町
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
 

県
は
て

診

票

し

予
診
置
予
設

帳

。
も

手

い

に

康

さ

開

。

陛
下

機

す

子
参
政
ま

母

持

医

り

*
を
色
お

つん
l
l
i
n
，Q
ウ

t
o
o
n
U

会無医地区巡回話時ご利用者白方へ食

キ受古参申し込み予約他康保険証老人医開受給者証 (70才以上の方)をお忘れになりますと 八主総合病院の;1'摘がスム ズに運ばなくなりま
すのでご協力をお願いします。

*病院の都合により日時の変更もありえますので、回覧などで再度確認ください。

キ無医地区巡回診掠は病院の治療費と同じです。

く予約申し込み 問い合わせ先〉

総合福祉施設としベつ 保健福祉眼健康づくり係 電話2-2780

聞量日豪庭ゴくU直民運副
『遭自家庭回目~ lこご協nを• • 

いつの時代でも、青少年の健やかな成長は親の願いであり、

社会全体の願いです。

青少年を取り巻く環境が大きく変化する中で、青少年をよく

理解し、支え、育んでいくことは、家庭 ・学校 ・地域社会の責

務です。

なかでも家庭は、家庭の安らぎの場であると同時に、明日へ

の意欲を再生する場ですので、極めて大切です。

しかし、今日の家庭は、日常の生活や仕事に追われ、家庭で

の人間的なふれあL、が薄れがちになっています。

そこで、改めて毎月第3日隠日を 『道民家庭の日」と定めて、

明るい家庭づくり道民運動の輸を広げようとするものです。

。「毎月第3日曜日」にld、家族

tJ'団ちんする機会左持って、心

のふれあっ明ゐい家庭づくリに

努めましょっ。

。「毎月第3日曜日」に降、地域

や職場での行事ちどld行If)fdし、

ょっに努めましょっ。

です~『道民家庭の日』日日霊Bt;t ~毎月第3

(18) 

北海道青少年育成協会

青少年非行防止道民総ぐるみ運動檎山支庁地区実行委員会

財団法，、-主唱

お
子
さ
ん
の
お
や
つ
、
つ
い
ス

ナ
ッ
ク
菓
子
や
清
涼
飲
料
水
で
済

ま
せ
て
い
ま
せ
ん
か
っ

こ
ど
も
に
は
大
人
と
違
っ
て

「
育
つ
」
た
め
に
た
く
さ
ん
の
、
栄

養
が
必
要
で
す
。
で
す
か
ら
お
や

つ
は
大
切
な
栄
養
源
な
の
で
す
。

お
や
つ
日
お
菓
子
で
は
な
く
『
軽

い
食
事
』
と
し
て
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
清
涼
飲
料

水
、
イ
オ
ン
飲
料
、
菓
子
パ
ン
に

は
砂
糖
・
油
・
塩
分
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
て
栄
養
的
に
は
決
し
て

良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ

の
よ
う
な
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
良

く
な
い
お
や
つ
は
生
活
習
慣
病
の

原
因
と
さ
れ
る

「肥
満
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。
「
肥
満
」
の
傾
向
に
あ

る
こ
ど
も
は
全
国
的
に
叩
年
前
の

2
倍
、
初
年
前
の

3
倍
に
増
え
て

い
ま
す
。
肥
満
を
放
置
し
て
お
く

と
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病

等
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
生
活
習

慣
病
は
長
い
年
月
を
か
け
て
発
症

す
る
も
の
な
の
で
こ
ど
も
の
時
か

ら
の
食
習
慣
が
将
来
に
影
響
し
ま

す
。
た
か
が
お
や
つ
と
恩
わ
ず
に

本
当
の
意
味
で
『
栄
養
の
あ
る
お

や
つ
』
を
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
「
栄
養
の

あ
る
お
や
つ
」
と
は
ど
ん
な
も
の

で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
果
物
は
低

カ
ロ
リ
ー
で
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富
で

す
。
牛
乳
や
乳
製
品
は
伸
び
盛
り

の
こ
ど
も
に
は
よ
い
カ
ル
シ
ウ
ム

源
に
な
り
ま
す
。
卵
や
牛
乳
を
使

っ
た
手
作
り
お
菓
子
も
栄
養
い
っ

ぱ
い
で
す
。
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
お

に
ぎ
り
も
よ
い
で
す
ね
。

毎
日
の
食
事
だ
け
で
な
く
お
や

つ
か
ら
も
肥
満
・
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

(
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
)

(19) 



2弘司畿のアイドル
佳亮ちゃん砂伊藤

陣約力レン111苅
h』手渡す~

(平成10年10月8日生まれ)

中里伊藤悟志さん、妃登美さんの長男

【親から】

どこへ行っても お父さんにそっく

り!と言われる(上記は.アンパンマン

とトーマスが大好きです。

お誌も少しずつ上手になってきまし 司

た。

これからも元気でやさしい子に育って
ね l

， 

さき
柿ノ ヨ震予ムれ
~j:~と dゃん

(平成10年9月28日生まれ)

寒昇軽部孝さん章子さんの2宜
【親から]

2才のお誕生日を過ぎた頃から.おし

ゃべりが忽に晴え lii近では問囲を笑わ
せる織な言説もしばしば ・・

これからの成長をとても楽しみにして

います.

‘軽自首

ロ
月
は
目
、

今
金
幼
稚
園

の
園
児
達
お
名
が
、
除
雪
作

業
の
実
施
機
関
で
あ
る
函
館

土
木
現
業
所
今
金
出
張
所

・

正
和
運
輸
株
式
会
社
役
場

建
設
校
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

除
雪
へ
の
感
謝
を
込
め
手
作

り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
除
雪
車

の
運
転
手
に
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

李成12.. /}I.や学生活躍線表彰

平
成
ロ
年
度
小
・

中
学
生
絵
画
書
道
展

の
表
彰
式
が
、
ロ
月

8
日
役
場
で
行
わ

れ
、
町
長
賞
、
議
会
議
長
賞
、
教
育
委
員

長
賞
、
教
育
長
賞
の
各
受
賞
者
に
表
彰
状

と
楯
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

小
学
生

1
3

口
絵
画
の
部

(出
展
数

5
点

・
中
学
生
刊
点
)

。

町

長

賞

土
橋
由
輝
奈
(
八
束
小
学
校
1
年
)

本
塚
め
ぐ
み

(今
金
中
学
校
3
年
)

土橋くんの作品

本爆さんの作品

。

議

会

議

長

賞

篠
木
明
日
香
(
花
石
小
学
校
3
年
)

臼
井

一
貴
(
今
金
中
学
校
3
年
)

O
教
育
委
員
長
賞

寺

崎

遼

(

今

金

小
学
校
3
年
)

菊
地
め
ぐ
み
(
今
金
中
学
校
3
年
)

。

教

育

長

賞

刷
用
制
岬
麻
衣
(
今
金
小
学
校
3
年
)

池
田
顕
哲
(
今
金
中
学
校
3
年
)

。

佳

作
小
学
生
叩
名
、
中
学
生
7
名

口
書
道
の
部

(
出
展
数
小
学
生
1
2

1
点
・
中
学
生
お
点
)

。

町

長

賞

安
達
咲
輝
(
種
川
小
学
校
4
年
)

今
野
絵
理
香
(
今
金
中
学
校
2
年
)

安達さんの作品

。

議

会

議

長

賞

村
上
迫
典
(
神
丘
小
学
校
3
年
)

一
入

友

美

(

今
金
中
学
校
3
年
)

O
教
育
委
員
長
賞

中
島

沙
希
(
今
金
小
学
校
6
年
)

牧
田
伊
代
(
今
金
中
学
校
2
年
)

。

教

育

長

賞

讃

岐

遼

(

八

束

小

学

校

5
年
)

佐
々
木
綾
(
今
金
中
学
校
3
年
)

。

佳

作
小
学
生
日
名
、
中
学
生

9
名

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

日間
②
0
1
1
1
番

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係
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http://www.hakodate.or.jplimakane/ 今金町ホームページ


